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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 今 度 の 木曜 日 
か ら 金 曜日 に か け て の 夜 は 、 ラ ジャ ブ 月 の 
2 7 日 目 、 さ ミア ラー ジュ の 夜 に な り ま す 。 
本 書 的 に は 「 上 昇 へ の 要因 」 も し く は 「 上 
昇 」 と いう 意味 に な る ミア ラー ジュ は 、 預 
言 者 ムハンマド が 選 ミ 高 な る 位階 に 上 昇 さ れ 
た こと を 意味 し ます 。 和 夜 の 旅 の 意味 に な る 
「 イ スラ ー」 は 、 夜 の ある 時 、 預 言 者 ム ハ 
ンマ ド が マッ カ か ら エ ル サ レ ム へ 運ば れ た 
こと を 指し ます 。 こ の 夜 
の 旅 に つい て は クル アー 
ン で 明らか に され て いま 
す 。 「 そ の し も ゃ も べ を 、 
(マッ カ の ) 聖なる マス 
ジ ド か ら 、 わ れ が 周囲 を 
入 福 し た 至 遠 の (エル サ 
レム の ) マス ジ ド に 、 夜 
間 、 旅 を させ た 。 わが 
種々 の 印 を か れ ( ム ハ ン 
マ ド ) に 示す た めで ある 。 
本 当 に か れこ そ は 全 聴 に 
し て 全 視 で あら れる 。」 
節 ) 

ミア ラー ジュ の 奇跡 は 、 ハ ディ ー ス で 明 
ら か に され て いま す 。 預言 者 ムハンマド は 
ジブ リー ル と 共に 、 天 空 へ 、 人 崇高 な る 位階 
へ と 昇 ら れ ま す 。 そし て 異な る 世界 が 預言 
者 ムハンマド に 示さ れ ま す 。 ミア ラー ジュ 
は ヒジ ュ ラ ( 聖 遷 ) の 1 年 前 、 そ し て 叔父 
アプ ー・ タ ー リ プ ブ と 妻 ハ ティ ー ジ ャ が 亡 く 
な り 、 多 神 教徒 達 の 弾圧 が 激しく な り 、 タ 
ー イ フ で 投石 に あい 、 多 神 教徒 か ら の 迫害 
に 耐え られ ず 一 部 の ムスリム が エチ オ ピ ア 
に 移住 し た 時 期 に 起こ っ た 出来 事 で す 。 こ 
の よう な 状態 に お いて アッ ラー は 、 預 言 者 
ムハンマド に ミア ラー ジュ に よっ て 誉れ を 
克 られ た ので す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 ミ アラ ー ジ ュ 
を 、 私 達 の 限ら れ た 力 写 基準 で 理解 し よう 
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と し て は いけ ませ ん 。 ア デッラ ー の 無限 の お 

共に 尊 いも の と し 、 1 つの 奇跡 と し て 
把握 する べき な の で す 。 今日 、 ミ アラ ー ジ 
ュ を 理解 する こと は 、 お そら く 以 前 より は 
容易 で し ょ う 。 なぜ な ら 科 学 技術 の 発展 に 
より 、 人 の 想像 を 超え る よう な 多く の 物事 
が 生じ て いる か ら で す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 最初 の 節 で 夜 
の 旅 に つい て 言及 し て いる 、 ク ルアー ン 第 
1 7 章 2 3 節 か ら 
29 節 に 見 られ る 
アッ ラー の ご 谷 令 
を 紹介 し 、 今 日 の 
ホ ト バ を 締め くく 
り た いと 思い ます 。 

「 ア デッラ ー に の 
み イ バー ダ を 行 な 
いな さい 。 ア ッ ラ フラ 
ー に 何 も の を も 配 
し て は いけ な い 、。 
母 と 父 に 敬意 を 示 
し 、 従 いな さい 。 近親 者 、 信 者 、 道 で 困 銅 
し て いる 人 に 施 し を し な さい 。 彼ら の 権利 
を 与え な さい 。 貸し く な る と いう 明 れ 、 経 
済 的 に や っ て いけ な いと いう 不安 か ら 子 供 
を 殺し て は いけ な い 。 孤児 の 財産 に 近づい 
て は な ら な い 。 彼ら に よく 振舞 わな けれ ば 
な ら な い 。 私 通 か らら 遠ざかっ て いな けれ ば 
な ら な い 。 正当 な 権利 な く 人 を 殺し て は い 
け な い 。 約束 を 守り な さい 。 程 を 正しく 保 
ちな さい 。 誠実 で ちや りな さい 。 自分 の 知識 
の な いも の に 従っ て は な ら な い 。 横柄 に 地 
上 を 歩い て は な ら な い 。」 

ミア ラー ジュ の 夜 が 、 私 達 全 て の 為 に 、 
善 を も た ら す も の と な る よう 、 ア デッラ ー に 
巡 い 願い ます 。 
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